
  

 

 

 

 

 

 

希望 

院長 辻中 まさたけ 

 

パンドラの箱についての神話を御存知の方も多いと思います。一般的には触れてはい

けない事象を意味するときに使われることが多いと思いますが、本来は「希望」について

語っている話です。 

火をある人間に天界から盗まれたゼウスが怒り、パンドラというすばらしい女性をその弟

に送り込みました。好奇心旺盛な二人は絶対に覗いてはいけないというゼウスから持たさ

れた箱を開けてしまった結果、そこからは人間にとっては負の、「恨み」「ねたみ」「病気」

「猜疑心」「不安」「憎しみ」「悪徳」などの感情が世界中に広まりました。パンドラはあわて

て箱を閉めたのですが、最後に「希望」だけがその箱に残っていました。人間がどんな境

遇にあっても「希望」にすがる、というのは、この神話から取られています。 

ただし神話といえども諸説がありまして、その中には「希望」が災いをなすものと考え、

「希望」があるために未来がわからず諦めることを知らない人間が永遠に希望とともに苦

痛を味あわなければならない、というものもあります。 
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当院では、かかりつけの薬局で薬をいただける院外処方箋の発行をおこなっておりま

す。ご希望の方は、受付までお申し付けください。 

 

皆さん、あなたにとって「希望」という言葉は必要ですか、それとも邪魔ですか？ 

 

「希望」とは、好ましい事物の実現を望むことを意味する言葉で、「信仰」、「愛」とともに

キリスト教における神学的な徳の1つだそうです。しかし、年齢を重ねるにつれ、何をする

にしてもひと手間、ふた手間と増え、「希望」は叶わずこころが打ちひしがれることが多く

なります。「老い」という避けることのできない現実、そして年には勝てぬあきらめ・・・患者さ

んの中には、「先生、焼かな治らんわ」と表現される方もいらっしゃいます。しかし、「老人

性」という言葉を使わず、「加齢性」とか「長い間、頑張って使ってきたことによる」、などと

説明するように努力しております。あの世の「希望」も大事かもしれませんが、医者としては

現世において「希望」を持ってもらいたいからです。あまり違いがないとは思いますが、まっ

たくの絶望ではない、ささやかな「希望」を持ってもらいたいからです。民主党が現在政権

与党の立場になったのも、皆さんが彼らに「希望」を持ったからです。 

凡夫のわたしは、どうしても「無」や「空」の心境にはなることができません。へーへーと

生きたいのですが、何も考えずに生きたいのですが、本当に難しい業です。先をどうして

も考え悩み苦しむ七転八倒の毎日です。逆に災いのもとになるかもしれませんが、様々

な日々の問題の中で、ささやかなそして無駄になるであろう「希望」という燈明を探し続け

ております。 

２０１０年も「希望」を持ち続けます。 
 

七転八倒、覚悟です。 

 

         

 

 

 

 

 

 ↑上空より富士山と南・北アルプスを望む 

            平成２１年１２月２７日 
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冊子「かいづのこども」より 

はじめに 

日ごろから海津市学校保健会に対し、ご理解とご協力をいただきまして誠にあり

がとうございます。 

 

 皆さまは秋の夜長をいかがお過ごしだったでしょうか？私はおだやかな秋の夜

長を演出するオリオン座流星群を眺めに行ってまいりました。オリオン座流星群

は、人間にとっては遠い昔の３千年前にハレーすい星が地球に接近した時の塵が

原因で観ることができる現象だそうです。次々に光り輝いて落ちてくる流星を眺

めていると、ハレーすい星の残した塵が後世にきれいな流星を数多く見せるよう

に、私たちもいい塵を後輩に残していかなければならないという気持ちに、より

一層させられました。 

さて今年の４月にメキシコ等で最初に確認された新型インフルエンザの流行は５

月上旬から日本にも上陸し、現在は全国の児童生徒達の学校生活に大変な脅威を

与えております。この新型インフルエンザの流行により、さまざまな問題が提起

されるなか、学校における健康保健教育の重要性を再確認させられる１年でした。 

 海津市学校保健会は新型インフルエンザの対応も含め、児童生徒達が自らの心

身の健康を保持増進できる能力や習慣の育成も始めとした様々な活動を行い、学

校保健の向上発展を目指しております。そして、毎年多くの先生方のご協力やご

尽力によって発刊されます「かいづのこども」は、海津

市学校保健会の活動に大きく寄与するものであり、児童

生徒達の発育状況、健康状態や体力の状況が全国平均と

の比較においても簡潔でありながらなおかつ十分な内容

で記載されております。この冊子によって関係される皆

さまが心身ともに健康な児童生徒の育成に今後ますます

研鑽されご活躍くださるよう祈念いたします。 

 

平成2１年1２月吉日 

海津市学校保健会 

会長  辻中 正壮 
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↑吉里小学校よりおいしいお漬物と心温まるお手紙頂きました。 

↑M・T さんより大きな葉ボタン頂きました。 

 

←いつもの N・M さんより素敵な盆栽  

頂きました。  

心遣いありがとうございました！ 

コンタクトや眼鏡の新情報をお届けする「ツジナカコンタクト メール会員」を大

募集しております！！会員だけのオトクな情報も満載でございますので、ご希望の

方は、受付までお気軽にどうぞ！！ 

つじなか便りでは、皆様からの作品を募集しております。 

俳句・短歌・写真・絵画・花など、お気軽に受付まで、お待ちしております♪ 
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